
に機能しているとは言えない部分も

ある。

原子力発電所の安全性を確保する

ために、人に起因するトラブルをい

かに防ぐか、この点に関する研究・

実践が求められている。

原子力安全特別委員会の設置

JSQCでは2007年より「原子力安全

特別委員会」を設けている。その主

な活動は、①日本原子力学会ヒュー

マンマシンシステム部会／社会環境

部会などと共催による「原子力発電

の安全管理と社会環境に関するワー

クショップ」の開催（毎年３月と９

月）、②原子力安全基盤機構による

「原子力安全に関する技術マップ」作

成への協力、③総合資源エネルギー

調査会の安全管理技術評価ワーキン

ググループ、日本電気協会の原子力

規格委員会品質保証分科会、日本原

子力学会の返還廃棄物確認分科会や

地層処分対象放射性廃棄物品質マネ

ジメント特別専門委員会への参加、

などである。

このうち、②については、ねらい

を_原子力施設の安全性を確保する、

`原子力発電に対する国民の信頼を

獲得する、の二つに分けた上で、そ

れぞれを達成するために必要な要素

技術を系統的に展開し、既存の研究

成果を整理している。例えば、_に

ついては、業務の標準化、業務に関

する知識・技能の教育訓練、トラブ

ル予測とリスク評価、エラー対策、

発行社団法人日本品質管理学会
東京都杉並区高円寺南1- 2-1 ú日本科学技術連盟東高円寺ビル内
電話.03（5378）1506 FAX.03（5378）1507
ホームページ:www.jsqc.org/
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２-私の提言　「品質教育で日本のモノづくり再興を」
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３-第39年度品質管理推進功労賞推薦のお願い／１月の入会者紹介
４-行事案内

C O N T E N T S

原子力発電の安全性を確保するた

めに、品質管理の分野からの積極的

な貢献が期待されている。

原子力発電の安全性を脅かすもの

昨年の終わりは、柏崎原子力発電

所の運転再開、玄海原子力発電所に

おけるプルサーマル営業運転の開始

など、原子力発電に関する話題が多

かった。そんな中、色々なところで

原子力発電の安全性について議論が

交わされている。しかし、品質管理

屋の目から見ると、論点がずれてい

るように感じることも少なくない。

日本の原子力発電のトラブル件数

は確実に減少しており、技術的な要

因によるトラブルは着実に少なくな

っている。一方、人に起因するトラ

ブルについてはほとんどその数が変

わっていない。高速増殖炉もんじゅ

のナトリウム漏洩事故、輸入MOX燃

料ペレットの出荷検査データの捏造、

ウラン加工工場臨界事故、タービン

建屋復水配管破損事故など、近年の

原子力発電に関する事故・不祥事を

見ても、その殆どは人の意図しない

エラーや意図的な不遵守に起因する

ものである。

このような現状を受けて、2003年

に原子炉等規制法に基づく実用炉規

則が改正・施行され、品質マネジメ

ントシステムの確立が求められるよ

うになった。しかし、現場の実態を

見ると形式が先行し、必ずしも有効

ルール不遵守・違反行動の防止、目

標・方針の策定・展開・管理、小集

団改善活動、マネジメントシステム

の評価・改善などが要素技術として

あがっている。また、このような議

論・整理の中から、電力事業者が品

質マネジメントシステムを適切に運

用していることを規制当局がどのよ

うに評価・指導していくか、国民の

信頼感を得るためにどのような情報

発信やコミュニケーションが必要か

などの点について研究が必要なこと

もわかってきた。

品質管理分野からの貢献

原子力発電の安全性を確保する上

で、原子力発電に関する技術的なバ

ックボーンがしっかりしていること

は重要である。この部分については、

原子力分野の長年の研究・実践によ

って着実に成果があがっている。

反面、このような技術に基づいて決

められた業務を確実に実施できなけ

れば、どんなにすばらしい技術であっ

ても絵に描いた餅にしかならない。

原子力発電という巨大で複雑なシステ

ムを、協力業者を含めた多数の人が

運転・保守している中で、この当たり

前のことをいかに確実に行えるように

するかが課題となっている。

製造業の分野で発展してきた品質

管理の考え方・方法論を活用するこ

とが必要であり、まさにこの面にお

いて品質管理の分野からの積極的な

貢献が期待されている。

原子力発電の安全性と品質管理

原子力安全特別委員会　委員長 中條　武志
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昨今、日本

製品のリコー

ル問題がマス

コミに取り上

げられるたび

に品質神話の

危機が叫ばれ

ている。技術、製品システムの高度化

に対して結果として品質保証が十分に

機能しなかったことへの真摯な振り返

りは必要であろう。例えば、グローバ

ル・オペレーションにおける品質確保

の課題などが再検討の対象となる。

従来、国内での開発・生産において、

日本人同士は暗黙知を共通基盤として

業務システムの不備を補ってきた。企

業活動の海外現地化は、言葉の問題も

あり、業務マニュアルの整備から始め

るとされているが、“すべきこと”と、

“してはならないこと”を明示すると共

に、“何故そうでなければならないのか”

という理由を根拠に遡って教え、いつ

も見える状況に置くなどして、マニュ

アルに書かれていない状況への対処に

於いても、大きな間違いを起こさない

仕組みを作る必要がある。

振り返って考えると、日本において

も若者への品質教育には同様な配慮が

必要となっている。すなわち、過去培

ってきた技術を伝承する際にすべきこ

との背景と因果関係を理解させる努力

が必要である。メーカー各社の技術資

産である“過去トラ”情報もトラブル

事象の本質を理解させなければ再発防

止に結びつかない。

一方、日本の若者の考える力や問題

解決力の不足が懸念されている。

過去には会社が提供した答えに従っ

て規定路線上を一生懸命頑張る社員が

必要とされた。そのため、答えを暗記

する勉強法で試験を勝ち抜いてきた若

者が“なぜ”を求めないという風潮に

なっているのではないか。

現在は自ら考え抜いて答えを創造す

る総合的人材力を持つ社員が求められ

ており、グローバルな企業環境に投げ

込まれる若者にはあらかじめ十分な教

育を施し、競争能力を与えてやる必要

がある。そのため長期的に見れば小・

中・高校で問題解決能力の育成を目指

し統計教育の強化を進めるとの学習指

導要領の改定は歓迎すべきであり、本

学会もその推進に協力する立場をとっ

ている。

ともあれ、今こそ若い力を信じ、日

本の未来を託すために、品質管理手法

を活用してグローバルに通用する能力

を育成するしくみを作る努力を進める

べきではないだろうか。今ならまだ間

に合うと信ずるものである。

品質教育で日本のモノづくり再興を

● 私 の 提 言 ●

クラリオン株式会社　皆川　昭一

「日本の品質を論ずるための品質管理用語の定義と解説（PartⅠ）」
報告書の発行に寄せて

品質管理に関わる用語の定義が不統一でバラバラな

認識では、実効のあがる品質管理の実践がおぼつかな

いことは衆目の一致する所である。しかし、我が国の経

済成長に大きく貢献した品質管理における一般的な用

語の定義（Z 8101-1981）が、ISO9000などの国際標準

との整合にあわせて廃止されて久しい。

標準委員会では、品質管理の実践に不可欠である主

要な約150の用語を抽出してPartøとして85語を選び、

2年余の歳月をかけ65余の文献調査を行い、国際標準に

配慮しながら、我が国の文化や風土に適した品質管理

用語の定義と解説を検討してきた。その成果は、JSQC

選書「日本の品質を論ずるための品質管理用語85」とし

て日本規格協会から出版されている。

3月1日発行の本報告書は、JSQC選書の定義と解説

に加えて、その定義と解説を行うにあたり調査した文献

（関連するJIS規格、TQC用語辞典、クォリティマネジメ

ント用語辞典、TQMの基本、当該用語に関する専門書、

広辞苑）における多様な定義や解釈を紹介している。品

村川　賢司（第39年度標準委員長）

質管理用語の定義と解説がどのような調査研究により

まとめられたか、我が国の品質管理用語がどのような考

え方に基づいているかなどを考えるうえで参照していた

だきたい。なお、標準委員会では、第2弾として65語程

度の定義と解説のPart¿を鋭意検討中である。

申込方法：E-mailまたはFAXにて資料名、部数、会員番号、

氏名、所属、送付先住所、電話番号をご連絡の上

お申し込みください。

申 込 先：E-mail apply@jsqc.org FAX 03-5378-1507

資 料 代：1冊（A4判192頁）会員 2,500円（税込み）非会

員 3,300円（税込み）、送料（冊子小包）：1冊

290円､ 2冊340円 他多数の場合､事務局までご連

絡ください。申し込みと同時に下記宛お振り込み

ください。

振 込 先：õ日本品質管理学会

三井住友銀行渋谷支店普通預金 0922517

資料は入金を確認の上、郵送いたします。
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日本品質管理学会品質管理推進功労賞は、品質管理推進に尽力されている多くの方々に活力を与え、品質管
理の発展がより加速され、ひいては産業界の発展に寄与できることを願って創設されました。本年度は第10回
となり、次の要領で実施いたしますので、奮ってご推薦の程お願いします。但し、推薦にあたっては次の点に
ご配慮ください。

１）本賞選考の推薦は全てEメールにてお願いします。
２）推薦に際しては、予め被推薦者の了解を得て、被推薦者本人の確認を受けた書類を送付してください。

記

第39年度品質管理推進功労賞：
学会員の皆様候補者の推薦をお願いいたします！

本賞の授賞資格（品質管理推進功労賞内規）：
以下のいずれかの条件を満たす会員とする。
１）企業・各種団体（以下、組織という。）に所属し、
所属組織の品質管理の実践と推進に多大な貢献を
した、もしくは、していると認められる者。

２）組織に所属し、本会に対する多大な貢献があった、
もしくはある者。

３）組織に所属し、品質管理に対する造詣が深い者。
４）本会の役員2名以上の推薦があった者。

本年度選考方針：
ａ．本年度は、既に本来の所属企業を退職している人
も対象として含めるものとし、表彰対象者数は、
6名以内とする。

ｂ．地域・社会への貢献を重視する。
ｃ．本賞対象者の推薦に際しては、55～65歳位を目安
とし、70歳以上ならびに50歳以下は避ける。

ｄ．本来の所属企業で取締役になった人は避ける（理
事、執行役員は対象とする）。但し、子会社等へ
出向し役員になった方は候補者に含めて差し支え
ないものとする。

ｅ．女性に対する配慮を積極的に行う。
ｆ．39年度のJSQC理事は、今年度の推薦対象者から外す。

評価項目：
本賞の候補者に対して、主に次の観点から評価を行う。
【Ａ】所属組織への貢献
ａ１　TQC/TQM/標準化/QCサークル活動等の推進
ａ２　品質管理に関する表彰・認証等の受審支援
ａ３　品質保証体制の確立
ａ４　その他特筆すべき活動

【Ｂ】地域・社会への貢献

ｂ１　日本品質管理学会の発展
ｂ２　デミング賞委員会/品質月間/関連学会等の活

動を通じた品質管理の普及・発展
ｂ３　標準化推進を通じた品質管理の普及・発展
ｂ４　QCサークル活動の普及・発展
ｂ５　日科技連/規格協会等の関係諸団体への協力

を通じた品質管理の普及・発展
ｂ６　品質管理に関する国際協力
ｂ７　品質管理への深い造詣に基づく著作等の活動

を通じた品質管理の普及・発展
ｂ８　その他特筆すべき活動

推薦必要書類：
推薦書（様式219-1）、業績リスト（様式219-2）、上
司等の推薦書（様式219-3、ここで上司等とは、元・上
司、現・関連部門長を含むものとする。）
様式については、下記Web頁よりダウンロードして

ください。
URL：http://www.jsqc.org/ja/kiroku_houkoku/jushou.html
業績リスト（様式219-2）の業績については、上記の

評価項目に対応した記述にしてください。

推薦締切：2010年６月30日π

メール送付先：2010kourou@jsqc.org
選　考：õ日本品質管理学会 品質管理推進功労賞選

考委員会が行う
発　表：9月に開催される本学会理事会での承認後、

本人ならびに推薦者に通知
表　彰：2010年10月30日º

本学会 年次大会 授賞式
連絡先：õ日本品質管理学会事務局
参　考：http://www.jsqc.org/ja/kiroku_houkoku/jushou/kouroushou.html

2010年1月27日の理事会におい

て、下記の通り正会員12名、準会員

2名の入会が承認されました。

（正会員12名）○藤岡　芳晴（ＮＥＣ

ネッツエスアイ）○島貫　静雄・

（準会員2名）○横山　真弘・齋藤

翔太（電気通信大学）

正 会 員：2495名

準 会 員：96名

賛助会員：158社182口

公共会員：24口

橋　清一・鬼頭　靖（アイシン精機）

○小西　修史（小西金型工学）○日

比野　修（ジェイ・エス・エル）○

岩本　鉱司（デンソー）○押田　康

弘（ペルノックス）○大薮　敏彦

（ＪＡＬエアテック）○森　康一（手

稲渓仁会病院）○於保　鴻一（ＫＯ

エンジニアリング）○長谷川　賢一

郎（協豊製作所）

2010年1月の
入会者紹介
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●第68回クオリティパブ（本部）
テーマ：組織の目標達成とマネジメン

ト合理化を支援するリスクマ
ネジメント

ゲスト：野口和彦氏（ñ三菱総合研究所）
日　時：2010年3月26日ª18:00～20:30
会　場：日本科学技術連盟 東高円寺ビル
定　員：30名
参加費：会員3,000円　非会員4,000円

準　会　員・一般学生2,000円
（含軽食・当日払い）

詳　細：ホームページをご覧ください。
申込方法：本部事務局宛E-mailまたはFAX

にてお申し込みください。

●第348回事業所見学会（関西）
テーマ：コマツ大阪工場における品質管

理の実践～建設機器メーカー
の品質保証活動～

日　時：2010年4月16日ª13:30～16:30
見学先：コマツ　大阪工場
定　員：30名
参加費：会　員2,500円　非会員3,500円

準会員1,500円 一般学生2,000円
※当日払い

詳　細：ホームページをご覧ください。
申込方法：2月送付の参加申込書にご記入

の上、関西支部事務局までお
申し込みください。

●第134回シンポジウム（本部）
テーマ：第三者審査の質と品質マネジ

メントシステムの向上
日　時：2010年4月24日º9:55～17:00
会　場：日本科学技術連盟

千駄ヶ谷本部　1号館3階講堂
定　員：150名
参加費：会　員5,000円（締切後5,500円）

QMS部会員3,000円（締切後3,500円）
非会員10,000円（締切後10,500円）
準会員2,500円一般学生3,500円

申込締切：4月16日ª

プログラム：
特別講演「監査規格の改正動向」

亀山嘉和氏
（ú日本適合性認定協会）

活動概要「QMS有効活用及び審査研
究部会活動について」

福丸典芳氏
（㈲福丸マネジメントテクノ）

活動報告１「ISO9001における効果
的な組織の推進方法に関する研究」

WG5リーダー：及川忠雄氏
活動報告２「組織階層に応じたプロ
セスの明確化」

WG3リーダー：平林良人氏
活動報告３「次世代対応のQMS構築
と審査技法」

WG2リーダー：川原啓一氏
活動報告４
「QMS有効性の向上に役立つ審査」

WG1リーダー：田中完治氏
活動報告５「マネジメントの原則か
ら見た統合審査技術」

WG4メンバー：笹野　悟氏
活動報告６「マネジメント原則の本
質の研究」

WG6リーダー：清水　浩氏
情報提供「ISO9004:2009の概要」

福丸典芳氏
申込方法：ホームページからお申し込み

できます。

●第343回事業所見学会（本部）
テーマ：航空機整備の現実とヒューマ

ンエラー防止への取り組み
日　時：2010年5月18日∏14:00～17:00
見学先：全日本空輸ñ

機体メンテナンスセンター
定　員：35名（会員優先）
参加費：会　員2,500円　非会員3,500円

準会員1,500円 一般学生2,000円
※当日払い

申込締切：5月10日∑到着分
申込方法：本部事務局宛E-mailまたはFAX

にてお申し込みください。

●第92回研究発表会（本部）
日　時：2010年5月29日º30日∂

会　場：日本科学技術連盟東高円寺ビル
プログラム：（予定）
・5月29日º

10:00～11:10
チュートリアルセッションA
「科学の文法としての統計学（仮題）」
椿　広計氏（統計数理研究所）

11:15～12:25
チュートリアルセッションB
「国際標準化の最近の動向（仮題）」
井口新一氏
（ú日本適合性認定協会）

13:20～14:20
緊急特別講演「問題解決力向上へ
の学習指導要領改訂」
渡辺美智子氏（東洋大学）

14:25～17:40 研究発表会
17:50～19:30 懇　親　会

・5月30日∂

10:00～16:45 研究発表会
参加費：

行 事 案 内

チュートリアルセッション・緊急講演・研究
発表会

会　員6,000円（締切後 6,500円）
非会員11,000円（締切後11,500円）
準会員3,000円･一般学生4,000円

緊急講演・研究発表会
（1日参加/2日参加とも）

会　員4,000円（締切後4,500円）
非会員8,000円（締切後8,500円）
準会員2,000円･一般学生3,000円

懇親会
会　員・非会員　4,000円
準会員・一般学生2,000円

申込締切：2010年5月19日π

申込方法：同封の参加申込書にご記入の
上、本部事務局までお申し込み
ください。ホームページからも
申し込みできます。

●第109回講演会（関西）
テーマ：環境成長経済に立ち向かう企

業戦略（仮題）
日　時：2010年6月25日ª14:00～17:20
会　場：大阪大学中之島センター（予定）
プログラム：
講演①：「第5軸の競争軸～21世紀の

新たな市場原理～（仮題）」
ピーター・D・ピーダーセン氏
（㈱イースクエア）

講演②：「脚光を浴びる太陽光発電
（仮題）」
桑野幸徳氏
（太陽光発電技術研究組合）

参加費：会　員3,000円　非会員4,000円
準会員1,500円 一般学生2,000円
※当日払い

申込方法：同封の参加申込書にご記入の
上、関西支部事務局までお申
し込みください。

●第94回研究発表会（関西）
日　時：2010年9月10日ª

会　場：大阪大学中之島センター（予定）
申込期限

発表申込締切：7月23日ª

予稿原稿締切：8月25日π

詳　細：追ってご連絡します。

行　事　申　込　先
JSQCホームページ：www.jsqc.org/
本　部：TEL 03-5378-1506

FAX 03-5378-1507
E-mail:apply@jsqc.org

関西支部：TEL 06-6341-4627
FAX 06-6341-4615
E-mail:kansai@jsqc.org


